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第１９７回臨時国会が始まりました。
第４次安倍改造政権の発足に伴い
衆議院では、
予算委員会 理事
環境委員会 理事
消費者問題特別委員会 委員
東日本大震災復興特別委員会 委員

を拝命しました。

10月24日に召集された臨時国会では
まず本年度補正予算の審議を行い、11月7日に成立しました。
この補正予算には、7月豪雨や北海道胆振東部地震などの災害からの復旧・復興費

（7,275億円）、学校の緊急重点安全確保対策費（1,081億円）が盛り込まれています。

これから年末にかけて、税制改正大綱の策定や来年度予算の編成があり、おびただ
しい数の会議が待っています。国会においても、改正出入国管理法案の審議があり、
予算委員会で集中審議が開かれることも予想されます。
【平成30年度一般会計補正予算】

災害からの復旧・復興
平成30年度 7月豪雨への対応 5,034憶円
平成30年度北海道胆振東部地震への対応 1,188憶円
台風21号、大阪北部地震等への対応 1,053憶円

学校の緊急重点安全確保対策
熱中症対策としてのエアコン設置 822憶円
倒壊の危険性のあるブロック塀対応 259憶円

予備費の追加 1,000憶円
合 計 9,356憶円

自民党においては、
総務
団体総局・厚生関係団体 委員長
厚生労働部会 副部会長
環境部会副部会長

これからも
ふるさと・山梨が良くなれば日本全体が良くなる、日本が良くなれば明日の山梨

が良くなるとの強い思いで、これからも全力を尽くしてまいります。



自民党総務会

厚生関係団体委員会

委員長 野田聖子（自民⑨）
理 事 田中和徳（自民⑧）

後藤茂之（自民⑥）
坂本哲志（自民⑥）
宮下一郎（自民⑤）
井野俊郎（自民③）
堀内詔子（自民③）
伊藤 渉（公明④）
逢坂誠二（立憲④）
渡辺 周（国民⑧）

総務会長 加藤勝信 （衆院⑥：前厚労相）
会長代行 江渡聡徳 （衆院⑦：元防衛相）
会長代理 平沢勝栄 （衆院⑧：元党広報本部長）

有村治子 （参院③：元少子化担当相）
副会長 北村誠吾 （衆院⑦：元防衛副大臣）

中山泰秀 （衆院⑤：元外務副大臣）
丹羽秀樹 （衆院⑤：前文科副大臣）
古川俊治 （参院②：元党法務部会長）
牧野たかお（参院②：前国交副大臣）

衆議院の17の常任委員会のうち、最も多くの委員（50人）を擁し、予算案や重要事項を審議するのが予算
委員会。テレビ中継されることも多いため、注目度が高い。委員会の運営や段取りを決定するのが理事会。

衆議院予算委員会理事会

自由民主党総務会
自民党総務会は「25名の総務をもって構成」（党則第37条）され、「党の運営及び国会活動に関する重要事
項を審議決定する」（38条）。党の常設の最高意思決定機関であり、通常、幹事長などの執行部も臨席する。

自民党の組織運動本部・団体総局には、分野別に15の委員会が設けられている。厚生関係団体委員会はその
一つで、78の友好団体から予算や税制改正に関する要望・意見を聴取し、施策に反映する。

厚生関係団体委員会

総務
野田 毅 （衆院⑯：党税調最高顧問）
衛藤征士郎（衆院⑫・参院①：元衆院副議長）
村上誠一郎（衆院⑪：元内閣府特命担当相）
河村建夫 （衆院⑩：元内閣官房長官）
古屋圭司 （衆院⑩：元国家公安委員長）
小此木八郎（衆院⑧：前防災担当相）
竹本直一 （衆院⑧：元財務副大臣）
斎藤洋明 （衆院③：元党水産部会長代理）
堀井 学 （衆院③：前外務大臣政務官）
堀内詔子 （衆院③：元厚労大臣政務官）
簗 和生 （衆院③：前国交大臣政務官）
木村義雄 （参院①・衆院⑦：元厚労副大臣）
愛知治郎 （参院③：党参院議員副会長）
平野達男 （参院③：元復興担当相）
藤井基之 （参院③：元文科副大臣）
丸川珠代 （参院②：元東京オリパラ担当相）

委員会資料確認 予算委員会理事会

予算委員会

委員長 堀内詔子（衆院③：元厚労大臣政務官）
副委員長 石崎 徹 （衆院③） 藤原 崇（衆院③）

三ツ林裕巳 （衆院③） 大隈和英（衆院②）
木村弥生 （衆院②） 安藤高夫（衆院①）
上杉謙太郎 （衆院①） 木村哲也（衆院①）
繁本 護 （衆院①） 穂坂 泰（衆院①）
石田まさひろ（参院①） 羽生田 俊（参院①）
そのだ修光 （参院①・衆院①） 小川克巳（参院①）
自見はなこ （参院①） 宮島喜文（参院①）


